
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 施設工学研究領域 施設保全管理担当 

トライボロジーを活用したポンプ設備の機能診断 

 標準耐用年数を超過したポンプ設備が年々増加
し、膨大な数の施設を一斉に更新しなければなら
ない事態が発生することが懸念されます。 

 これまでは、ポンプ設備を点検するために、多大
な費用をかけて分解し、内部を目視点検していま
した。 

 今後は、供用年数を目安とした評価ではなく、施
設の状態を分解することなく低コストかつ的確に
診断し、実際に性能が低下している施設から優
先的に保守・保全する必要があります。 

研究のポイント 

 トライボロジー(Tribology)とは、摩擦する表面と潤滑に関する科学技術です。 

 ポンプ設備の回転部（軸受、減速機）から潤滑油やグリースを採取・分析し、その中に含まれる
金属摩耗粒子の量や形態などの情報を用いて、ポンプ設備を機能診断する手法の開発を行っ
ています（図1）。 

研究の背景 

潤滑油診断の概要 

潤滑油診断の効果 

 潤滑油診断から得られる情報には、以下の三要
素があります（図2）。 

  ①潤滑油の物理的性状（劣化） 
  ②潤滑油の汚染状態 

  ③軸受や歯車等の金属摩耗粒子 

 潤滑油やグリースを採取して分析することにより、
その機械を分解することなく、金属の摩擦面で生
じている機器の劣化状態を解析する情報を得る
ことができます。 

 本診断手法を用いると、図3に示すように、潤滑
油中の金属摩耗粒子の形態を定期的に観察す
ることにより、機械部品の異常摩耗の診断（予
知）が可能となります。 

 この他に、以下のような効果があります。 

  ①ポンプ設備を分解することなく状態診断 

  ②傾向管理から寿命を予測 

  ③異常時の原因調査が可能 
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図１ 診断対象ポンプ設備からの採油状況 

図２ 潤滑油診断の三要素 

図３ 金属摩耗粒子の形態による比較 
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